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一般質問（要旨）

議
員　

県
南
地
域
の
観
光
振
興
は
、
関

係
者
が
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

県
南
地
域
は
、
多
く
の
特
色
あ

る
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
点
在

す
る
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
結
び
付

け
る
こ
と
で
、
戦
略
的
に
稼
げ
る
観
光

地
域
へ
転
換
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

地
元
市
町
村
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を

よ
り
強
化
し
な
が
ら
、
新
た
な
周
遊

ル
ー
ト
の
設
定
や
、
観
光
資
源
の
発
掘

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

議
員　

県
西
地
域
は
人
口
流
出
が
著
し

い
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
対
策
や
、
若
者
の
働

く
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

本
社
機
能
の
移
転
な
ど
、
新
た

な
雇
用
や
若
者
が
望
む
質
の
高
い
雇
用

の
創
出
に
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
東
京
圏
と
の
近
接
性
を
生
か
し
、

こ
の
地
域
に
住
み
な
が
ら
通
勤
と
い
う

生
活
ス
タ
イ
ル
を
構
築
す
る
た
め
、
若

者
が
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
て
る
市
町

村
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

研
究
所
や
本
社
の
誘
致
に
加
え
、

駅
周
辺
ビ
ル
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

よ
う
な
小
規
模
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
も
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
設
置
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
を

創
設
し
、
活
用
を
働
き
か
け
て
い
る
。

駅
周
辺
の
ビ
ル
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
も
、
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

オ
フ
ィ
ス
整
備
の
支
援
や
、
入
居
企
業

の
誘
致
に
積
極

的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市

町
村
連
携
の
推

進
、
小
児
医
療

費
助
成
の
拡
充

な
ど
も
質
問
）

議
員　

医
師
に
と
っ
て
、
不
安
な
く
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
整
備
が
最
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
医
師

確
保
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

最
先
端
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
使
用
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
、
充
実
し
た
研
修
環
境
を

積
極
的
に
発
信
す
る
。
ま
た
、
研
修
を

よ
り
実
践
的
な
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
医
師
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

率
向
上
、
教

職
員
の
立
場

に
寄
り
添
っ

た
不
祥
事
防

止
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
存
続
の
活
動

を
継
続
し
て
き
た
。
知
事
に
よ
る
十
八

億
円
の
新
規
投
資
に
期
待
し
て
い
る
。

ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
新
す
る
の
か
。

知
事　
「『
見
る
』
か
ら
『
感
じ
る
』」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
令
和
四
年
度
に

二
十
五
万
人
の
来
場
を
目
指
す
。
県
産

食
材
を
使
っ
た
料
理
・
ス
イ
ー
ツ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
や
イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト

を
整
備
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

も
企
画
す
る
。
さ
ら
に
、
案
内
の
設
置

や
進
入
方
法
も
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
、
魅
力
的
施
設
と
し
て
再
生
さ
せ
る
。

議
員　

県
北
地
域
の
将
来
像
や
振
興
施

策
が
、
市
町
村
や
住
民
に
届
い
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
実
効
性
あ
る
県
北
振
興

の
た
め
、
拠
点
地
域
や
客
観
的
達
成
目

標
を
想
定
し
、
市
町
村
と
連
携
し
た
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
と
市
町
村
に
よ
る
ゾ
ー
ン
別

の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て
、
県
北

地
域
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
目
標
を

共
有
す
る
。
ま
た
、
県
北
振
興
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
の
施
策
を
中
心
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
効
果
的
な
県

北
振
興
に
取
り
組
む
。

議
員　

小
中
学
校
で
は
、
体
育
の
授
業

な
ど
で
男
女
同
室
で
の
着
替
え
が
見
ら

れ
る
。
文
部
科
学
省
指
針
も
踏
ま
え
児

童
生
徒
へ
の
配
慮
を
要
望
す
る
。
ど
う

認
識
し
、
改
善
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

更
衣
室
が
な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
、
制
服
の
下
に
体
操
服
を
着
用
し
、

男
女
同
室
で
着
替
え
を
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
が
、
思
春
期
の
児
童
生
徒
へ
の

よ
り
繊
細
な
配
慮
は
必
要
で
あ
る
。
各

市
町
村
教
育
委
員
会
に
、
実
態
に
応
じ

た
工
夫
改
善
を

指
導
・
助
言
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
臓

器
等
移
植
医
療
、

理
容
業
の
存
続

危
機
と
振
興
策

な
ど
も
質
問
）

議
員　

持
続
可
能
な
県
北
振
興
の
た
め

に
は
地
域
人
材
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

県
外
に
進
学
・
就
職
し
た
高
校
生
が

戻
っ
て
こ
な
い
現
状
が
あ
る
が
、
地
域

人
材
の
育
成
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
も
中
学
・
高
校
で

の
職
場
体
験
な
ど
に
よ
り
地
域
を
支
え

る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
、
高
校
が
同
窓
会
と
連
携
し
た
り
、

卒
業
生
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
地
域
情
報
を
継
続

的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
元
貢
献
意

識
の
醸
成
な
ど

の
工
夫
を
促
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
北

地
域
に
お
け
る

農
業
振
興
、
地

域
医
療
の
充
実

な
ど
も
質
問
）

中村　はやと 議員
無　　所　　属
古 河 市 選 出  

一括方式

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
東 海 村 選 出  

一括方式

沼田　和利 議員
新 自 民 ク ラ ブ
牛 久 市 選 出  

一括方式

戸井田　和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出

一括方式

県
内
へ
の
企
業
誘
致

県
南
地
域
の
観
光
振
興

県
西
地
域
の
人
口
流
出
対
策

県
北
振
興
の
在
り
方

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

県
北
地
域
を
支
え
る

地
域
人
材
の
育
成

医
師
の
目
線
に
立
っ
た

医
師
確
保
対
策

小
中
学
校
に
お
け
る

男
女
同
室
で
の
着
替
え
へ
の
対
応
策

 

議
員
提
出

○
天
皇
陛
下
御
即
位
に
際
し
て
の

賀
詞
奉
呈
に
つ
い
て

◆
意
見
書

○
医
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
対

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

 

知
事
提
出

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
廃
止

○
取
手
市
立
中
学
校
の
生
徒
の
自

殺
事
案
に
係
る
調
査
委
員
会
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
交
通
安
全
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
き
排
出

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

ほ
か
七
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

◆
そ
の
他

○
水
戸
市
の
中
核
市
指
定
に
係
る

申
出
に
つ
い
て

○
取
手
市
立
中
学
校
の
生
徒
の
自

殺
事
案
に
係
る
調
査
に
関
す
る

事
務
の
受
託
の
廃
止
に
つ
い
て

ほ
か
五
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処

分
に
つ
い
て

ほ
か
一
件

 

請
願

○
高
等
学
校
に
お
け
る
演
劇
鑑
賞

教
室
実
施
に
関
す
る
請
願

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て

答
弁
を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

　

平
成
三
○
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
同

公
営
企
業
会
計
決
算
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る
た
め
、
十
五
人

の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
任

し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長
　
西
野
　
　
　
一

副
委
員
長
　
中
村
　
　
　
修

委
　
　
員
　
飯
塚
　
　
秋
男

　  

〃 

　
　
加
藤
　
　
明
良

　  

〃 

　
　
星
田
　
　
弘
司

　  

〃 

　
　
水
柿
　
　
一
俊

　  

〃 

　
　
髙
橋
　
　
勝
則

　  

〃 

　
　
金
子
　
　
晃
久

委
　
　
員
　
谷
島
　
　
洋
司

　  

〃 

　
　
遠
藤
　
　
　
実

　  

〃 

　
　
川
口
　
　
政
弥

　  

〃 

　
　
高
崎
　
　
　
進

　  

〃 

　
　
村
田
　
　
康
成

　  

〃 

　
　
玉
造
　
　
順
一

　  

〃 

　
　
藤
島
　
　
正
孝

ことば ※1【サテライトオフィス】…企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィス。
※2【PDCAサイクル】…Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の頭文字を取ったもの。計画から改善までを一貫して行い、さらにそれを次の計画、実行に反映しよ

うとする事業手法。

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

牛久市の誇る観光資源で国指定
重要文化財の牛久シャトー

医師が不安なくキャリア
アップできる環境整備を

地元企業で実習を受ける高校生
リニューアルの期待が高まる
茨城県フラワーパーク




